
 

小 論 文 [生命産業創造学科] （その 1 ） 

（解答はすべて解答欄に記入せよ。） 

 
農林水産省では、若手農業者の現状や将来に向けた考えを把握するため、2017年10月から11月にかけて次のようなwebアンケートを実施

した。アンケートでは、現在の経営における課題、今後伸ばして行きたい方向について、次のような結果が出ている。下に示されたグラフ1～4

を参照し、問一、問二に答えよ。 

 

1. 実 施 時 期：2017年 10月 26日から 11月 5日までの 11日間 

2. 実 施 方 法：webアンケート（メールマガジンや SNS*を活用して周知） 

3. 対 象 者：2017年 10月 1日時点で 49歳以下の農業者 

4. 内 容：｢農家・法人役員編」と「雇用者編」の 2種類（該当する方に回答） 

5. 回 答 者 数：1,885人（詳細は以下のとおり） 

本アンケートの結果は、若手農業者全体の考えを統計的に推計したものではなく、 

アンケートに応じた 1,885人の回答を集計したもの 

 

グラフ1 現在の経営における課題（複数回答） 

注：農家・法人役員 1,508人のうち回答者1,501人。上記は、回答者1,501人における各項目の選択者の割合 

 

グラフ2 今後伸ばしていきたい方向（農業生産）（複数回答） 

注：農家・法人役員 1,508人のうち回答者1,497人。上記は、回答者1,497人における各項目の選択者の割合 
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小 論 文 [生命産業創造学科] （その 2 ） 

（解答はすべて解答欄に記入せよ。） 

 
グラフ3 今後伸ばしていきたい方向（出荷･販売先）（複数回答） 

注：農家・法人役員 1,508人のうち回答者1,491人。上記は、回答者1,491人における各項目の選択者の割合 

 

グラフ4 今後伸ばしていきたい方向（関連事業）（複数回答） 

注：農家・法人役員 1,508人のうち回答者1,455人。上記は、回答者1,455人における各項目の選択者の割合 

 

（農林水産省、『平成29年度 食料・農業・農村の動向』<http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h29/pdf/zenbun.pdf>  

閲覧日2018.10.1 をもとに作成） 

 

SNS* ：Social Networking Serviceの略。登録された利用者同士が交流できるwebサイトのサービス 

ほ場* ：圃場（ほじょう）とは、作物を栽培する田畑や農地のこと 

JA* ：農業協同組合、農協 

単収* ：農地の面積あたりの収穫量 

IoT* ：Internet of Things の略。モノのインターネット。様々なセンサーを搭載したモノがインターネットで繋がり、相互に制御する仕組み 

GAP* ：Good Agricultural Practiceの略。食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための農業生産工程管理 

中食*：家庭外で調理された食品を、購入して持ち帰る或いは配達によって家庭内で食べること 

 

問一 

① 現在の農業経営において、アンケートの回答者がもっとも重大な課題と考えていることを答えよ。 

労働力の不足 

 

② 上記①が課題となっている理由は、何であると考えられるか。自分の考えを述べよ。 

（例）農業従事者の高齢化や農村地域の人口減少が進行していると考えられる。 
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小 論 文 [生命産業創造学科] （その 3 ） 

（解答はすべて解答欄に記入せよ。） 

 
問二 アンケート回答の「現在の経営における課題」（グラフ1）のうちどれか一つを取り上げて、解決策についての自分の考えを 600字以内

で述べよ。回答にあたっては、アンケート回答の「今後伸ばして行きたい方向性｣（グラフ2～4）を参考にしてもよい。 

① 取り上げた課題 

（例）品質に見合わない売価 

 

② 論述 

                           

  ※ 各 自 の 考 え を 述 べ る 問 題 で あ る た め 、        

   解 答 例 は 示 さ な い 。                
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